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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公開番号】特開2020-109829(P2020-109829A)
【公開日】令和2年7月16日(2020.7.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-028
【出願番号】特願2019-162249(P2019-162249)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/10     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６２０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月9日(2021.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスト材料とゲスト材料とが配合された発光素子用組成物の製造方法であって、
　ホスト材料を準備するホスト材料準備工程と、
　芳香族アミン化合物を含むゲスト材料を準備するゲスト材料準備工程と、
　前記ホスト材料と前記ゲスト材料とを、前記ホスト材料に含まれるカルシウム原子及び
前記ゲスト材料に含まれるカルシウム原子の総量が１１５質量ｐｐｂ以上４３８０質量ｐ
ｐｂ以下となる配合比で混合して、発光素子用組成物を得る製造工程と、
を含み、
　前記ゲスト材料準備工程は、
　カルシウム原子の含有量が６８０質量ｐｐｂ以上の芳香族アミン化合物を準備する工程
（Ｂ－１）と、
　前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少なくとも一部を精製して、
カルシウム原子の含有量が６５０質量ｐｐｂ以下の芳香族アミン化合物を得る工程（Ｂ－
２）と、
を含む、発光素子用組成物の製造方法。
【請求項２】
　ホスト材料とゲスト材料とが配合された発光素子用組成物の製造方法であって、
　ホスト材料を準備するホスト材料準備工程と、
　前記ホスト材料に対するゲスト材料の配合比を決定する決定工程と、
　芳香族アミン化合物を含み、前記配合比で前記ホスト材料と混合したとき前記ホスト材
料及び前記ゲスト材料の総量に対する前記ホスト材料に含まれるカルシウム原子及び前記
ゲスト材料に含まれるカルシウム原子の総量が１１５質量ｐｐｂ以上４３８０質量ｐｐｂ
以下となる、ゲスト材料を準備するゲスト材料準備工程と、
　前記ホスト材料と前記ゲスト材料とを前記配合比で混合して、発光素子用組成物を得る
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製造工程と、
を含み、
　前記ゲスト材料準備工程は、
　カルシウム原子の含有量が６８０質量ｐｐｂ以上の芳香族アミン化合物を準備する工程
（Ｂ－１）と、
　前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少なくとも一部を精製して、
カルシウム原子の含有量が６５０質量ｐｐｂ以下の芳香族アミン化合物を得る工程（Ｂ－
２）と、
を含む、発光素子用組成物の製造方法。
【請求項３】
　ホスト材料とゲスト材料とが配合された発光素子用組成物の製造方法であって、
　芳香族アミン化合物を含むゲスト材料を準備するゲスト材料準備工程と、
　前記ゲスト材料に対するホスト材料の配合比を決定する決定工程と、
　前記配合比で前記ゲスト材料と混合したとき前記ホスト材料及び前記ゲスト材料の総量
に対する前記ホスト材料に含まれるカルシウム原子及び前記ゲスト材料に含まれるカルシ
ウム原子の総量が１１５質量ｐｐｂ以上４３８０質量ｐｐｂ以下となる、ホスト材料を準
備するホスト材料準備工程と、
　前記ゲスト材料と前記ホスト材料とを前記配合比で混合して、発光素子用組成物を得る
製造工程と、
を含み、
　前記ゲスト材料準備工程は、
　カルシウム原子の含有量が６８０質量ｐｐｂ以上の芳香族アミン化合物を準備する工程
（Ｂ－１）と、
　前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少なくとも一部を精製して、
カルシウム原子の含有量が６５０質量ｐｐｂ以下の芳香族アミン化合物を得る工程（Ｂ－
２）と、
を含む、発光素子用組成物の製造方法。
【請求項４】
　ホスト材料とゲスト材料とが配合された発光素子用組成物の製造方法であって、
　ホスト材料を準備するホスト材料準備工程と、
　ゲスト材料として芳香族アミン化合物を準備するゲスト材料準備工程と、
　前記ホスト材料と前記ゲスト材料との配合比を決定する決定工程と、
　前記配合比で前記ホスト材料と前記ゲスト材料とを混合したとき、前記ホスト材料及び
前記ゲスト材料の総量に対する前記ホスト材料に含まれるカルシウム原子及び前記ゲスト
材料に含まれるカルシウム原子の総量が１１５質量ｐｐｂ以上４３８０質量ｐｐｂ以下と
なるように、前記ホスト材料及び前記芳香族アミン化合物の少なくとも一部を精製する精
製工程と、
　前記ホスト材料と前記芳香族アミン化合物を含む前記ゲスト材料とを前記配合比で混合
して、発光素子用組成物を得る製造工程と、
を含み、
　前記ゲスト材料準備工程は、
　カルシウム原子の含有量が６８０質量ｐｐｂ以上の芳香族アミン化合物を準備する工程
（Ｂ－１）と、
　前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少なくとも一部を精製して、
カルシウム原子の含有量が６５０質量ｐｐｂ以下の芳香族アミン化合物を得る工程（Ｂ－
２）と、
を含む、発光素子用組成物の製造方法。
【請求項５】
　前記工程（Ｂ－２）が、前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少な
くとも一部を精製して、カルシウム原子の含有量が５５質量ｐｐｂ以上６５０質量ｐｐｂ
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以下の芳香族アミン化合物を得る工程である、請求項１～４のいずれか一項に記載の発光
素子用組成物の製造方法。
【請求項６】
　前記工程（Ｂ－２）が、前記工程（Ｂ－１）で準備した前記芳香族アミン化合物の少な
くとも一部を精製して、カルシウム原子の含有量が５５質量ｐｐｂ以上２５０質量ｐｐｂ
以下の芳香族アミン化合物を得る工程である、請求項１～５のいずれか一項に記載の発光
素子用組成物の製造方法。
【請求項７】
　前記芳香族アミン化合物が、低分子化合物である、請求項１～６のいずれか一項に記載
の発光素子用組成物の製造方法。
【請求項８】
　前記芳香族アミン化合物が、芳香族炭化水素基又は芳香族複素環基に、置換アミノ基が
１つ以上置換した骨格を含む化合物である、請求項１～７のいずれか一項に記載の発光素
子用組成物の製造方法。
【請求項９】
　前記芳香族アミン化合物が式（ＦＢ）で表される化合物である、請求項８に記載の発光
素子用組成物の製造方法。
【化１】

［式中、
　ｎ１Ｂは、１以上の整数を表す。
　Ａｒ１Ｂは、芳香族炭化水素基又は芳香族複素環基を表し、これらの基は置換基を有し
ていてもよい。該置換基が複数存在する場合、それらは同一でも異なっていてもよく、互
いに結合して、それぞれが結合する原子とともに環を形成していてもよい。
　Ｒ１Ｂは、置換アミノ基を表し、この基は更に置換基を有していてもよい。該置換基が
複数存在する場合、それらは同一でも異なっていてもよく、互いに結合して、それぞれが
結合する原子とともに環を形成していてもよい。Ｒ１Ｂが複数存在する場合、それらは同
一でも異なっていてもよく、互いに結合して、それぞれが結合する原子とともに環を形成
していてもよい。］
【請求項１０】
　前記芳香族炭化水素基又は前記芳香族複素環基が、３環式～５環式の芳香族炭化水素か
ら、環を構成する炭素原子に直接結合する水素原子１個以上を除いた基、又は、３環式～
５環式の芳香族複素環式化合物から、環を構成する原子に直接結合する水素原子１個以上
を除いた基である、請求項８又は９に記載の発光素子用組成物の製造方法。
【請求項１１】
　前記ゲスト材料準備工程が、前記工程（Ｂ－２）で得られた前記芳香族アミン化合物に
含まれるカルシウム原子の含有量を測定する測定工程を更に含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の発光素子用組成物の製造方法。
【請求項１２】
　前記ゲスト材料準備工程が、前記工程（Ｂ－１）で準備された前記芳香族アミン化合物
に含まれるカルシウム原子の含有量を測定する測定工程を更に含む、請求項１～１１のい
ずれか一項に記載の発光素子用組成物の製造方法。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の製造方法により製造された発光素子用組成物と
、正孔輸送材料、正孔注入材料、電子輸送材料、電子注入材料、発光材料、酸化防止剤及
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び溶媒からなる群より選ばれる少なくとも１種と、を混合する工程を含む、発光素子用組
成物の製造方法。
【請求項１４】
　陽極と、陰極と、前記陽極及び前記陰極の間に設けられた有機層とを含む、発光素子の
製造方法であって、
　請求項１～１３のいずれか一項に記載の製造方法により製造された発光素子用組成物に
より、前記有機層を形成させる工程を含む、発光素子の製造方法。
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